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保護者による評価








Ａ環境面


活動スペースや職員配置には、一定の評価がある。





Ｂ児童への支援内容


　放課後児童クラブや障がいのない子と活動する機会はあまりない。





Ｃ事業所からの情報発信


　概ね情報共有は出来ている。





Ｄ非常対応


　マニュアル、避難訓練の実施ともに、保護者へ定期的に周知する必要がある。





職員による自己評価








Ａ環境面


職員数やバリアフリー化は問題ないが、活動部屋の使用方法は改善が必要。





Ｂ児童への支援内容


支援の役割分担や情報共有は行われている。


しかし、プログラムの固定化や長期休暇中の活動内容については、検討が必要。





Ｃ関係機関との連携


学校との情報共有は出来ているが、地域の学童や就学前後の機関との連携はそれほど出来ていない。





Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


保護者への説明、情報共有は概ね出来ている。





Ｅ非常対応


マニュアル整備や避難訓練など概ね行われている。





事業所内での分析





【共通点】


職員数やバリアフリー化は適切と評価されている。


学校以外の機関との連携が弱い。


支援についての保護者との情報共有は出来ている。





【相違点】


マニュアルの整備や避難訓練は行えているが、保護者への情報発信が弱い。















































分析・検討してみて…











事業所の強み





事業所の改善点





関係機関との連携


活動プログラムの固定化


マニュアル、避難訓練等の周知





保護者との連携、信頼関係


施設環境の良さ











懇談会やお便り等を活用し、事業所の活動を発信していく。その際、写真等も活用する。


活動プログラムが固定化しないよう、新しい発想で取り組んでいく必要がある。








事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


活動プログラムについては、職員・保護者ともに固定化されているという意見もあった。固定化については、良い点もあると思うが、一方でマンネリ化に繋がらないように、子どもたちの思いを汲み取りながら、新しい活動にも取り組んでいきたい。








